


























































0先生のご年齢 (20代 30代 40代 50代 60代)
O貴校での算数科・数学科少人数指導の実施状況
( 1年 2年 3年 4年 5年 6年中1 中2 中3)




































全時間 1 0校 (26%) I I・その他(機器や準備物が教室と同じよう
一部 9校 (23%) I I に使えない・ 1名)





・きめ細やかに対応できる・ 32名 (82 I ている先生は半数を超える。
%) 




































中 1 5校 (63%)
中 2 3枝 (38%)










































職員定数改善計画(平成 13""" 1 7年度までの


















































































































































































































例えば.2年「たし算とひき算のひっ算(1 ) J 




































































































































































































































































コナン (正答率) 94% 
ドラえもん(正答率) 60% 
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コナン (正答率) 7 2 % 
ドラえもん(正答率) 5 7% 
べてみる。
くコナンコース〉
0既習の長方形と正方形の求積公式を教室の横
???
に掲示し，いつでも確認できるようにしておし
O辺の長さを示していないL字型の図形を提示
し，難しくなったところはどこかを問し、かける。
→形の難しさに気づきゃすくする。
0形を工夫すれば面積を求められそうだという
見通しがもてたところで，本時のめあてを「形
を工夫して，面積の求め方を考え，説明しようけ
と決める。
0自力解決では， L字型の図形のみを印刷した
ワークシートを配布し，必要な長さのみを測っ
て求積する活動にする。図に線を引いたり，式
を書き込んだりしようと助言する。
0解決方法が思いつかない子どもには，マス目
の上にL字型の図形をかいたワークシートを渡
して，長さを調べ，長方形や正方形に形を工夫
しやすくする。
0適用題として，十字型，凹型の求積問題を用
意し，さらに進んだ子どもには，大きい長方形
の中に小さい長方形の穴がある形の求積に挑戦
させるようにする。
<ドラえもんコース>
0既習の長方形と正方形の求積公式を想起させ，
実際に長方形や正方形の面積を求める活動を取
り入れる。→公式を使いやすくする。
0辺の長さを示したL字型の図形を提示し，今
までの形とどこが違うか，難しくなったところ
はどこかを話し合うようにする。
0線を引いたり，分けたら長方形や正方形にな
りそうだ，という見通しがもてたところで，本
時のめあてを「公式が使える形にして，面積を
求めよう。Jと決める。
0自力解決では，マス目の上にL字型の図形を
かいたワークシートを渡して，長さを調べ，長
方形や正方形に形を工夫しやすくする。
0適用題として，凸型，凹型の求積問題を用意
する。
<2つのコースに共通>
OL字型の図形を 1辺3c mの正方形とたて2
cm横7c mの長方形を組み合わせた形にする。
→多様な考えを抑え，既習事項を活用するよさ
に気づきやすい図形の吟味。
0考えを取り上げる順序を，①正方形と長方形
に分ける考え，②2つの長方形に分ける考え，
③大きな長方形から欠けた部分をひく考え，の
順で取り上げるようにする。
0図と式を結びつける話し合いをする。板番で
も，式と図を線で結びつけて視覚的にもつなが
りが分かりやすくする。
03つの考えのそれぞれにネーミングを行い，
3つの考えが分かつたところで， 3つの考えの
似ているところ，共通点について話し合うこと
で，既習事項を活用するよさに気付きやすくす
る。
o r長方形や正方形に直すと，公式を使って面
積を求めることができる。Jという既習事項を活
用するよさでまとめる。
このように，それぞれのコースの子どもの実
態に配慮した様々な指導方法の工夫がされてい
た。少人数に分けることだけでなく，このよう
な細やかな支援を行うことで，自分の考えを持
つことができるようにすること，図と式をつな
げてそれぞれの考えが正しいかどうかをきちん
と検討すること，さらに，考えの共通点を話し
合う中で既習事項を活用するよさに気付くこと
ができるようにしていることがよい工夫だと考
える。
w.終わりに
少人数指導のねらいは，①算数の「学力」向
上と②個に応じた指導の実現である。
日頃から少人数指導に関わる先生方のアンケ
ート結果から，個に応じた指導につながってい
る，という成果が見られた。一方で，学力向上
が実感できていない，という課題も見られた。
今後は，個に応じた支援の場である，という
成果の部分は継続しながら，更なる授業改善を
通して，子どもの学力向上につながる授業実践
を行うべきである。
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